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少
人
数
、少
額
出
資
に
よ
る
設
立
が
定
着

平
成
二
三
年
度
中
に
静
岡
県
内
で
設
立
の
認
可

を
受
け
た
組
合
は
一
一
組
合
。
全
国
的
な
組
合
設

立
件
数
の
低
迷
傾
向
を
反
映
し
て
か
、
本
県
で
は

前
年
度
（
二
二
年
度
）
を
若
干
下
回
る
設
立
数
と

な
っ
た
（
図
表
①
）。

こ
こ
数
年
で
す
っ
か
り
定
着
し
た
少
人
数
に
よ

る
設
立
。
二
三
年
度
も
そ
の
傾
向
は
続
き
、
組
合

員
数
が
ヒ
ト
ケ
タ
台
の
設
立
は
全
体
の
六
割
強
の

七
組
合
。
一
組
合
平
均
の
組
合
員
数
は
八.

六
人

で
あ
っ
た
（
図
表
②
③
）。

一
組
合
平
均
の
出
資
総
額
は
八
一.

六
万
円
で
、

最
高
出
資
総
額
組
合
は
一
六
〇
万
円
。
と
も
に
前

年
度
（
平
均
一
二
七
万
円
、最
高
額
二
九
〇
万
円
）

を
さ
ら
に
下
回
り
、
デ
ー
タ
が
残
る
昭
和
四
三
年

以
降
の
最
少
値
を
更
新
し
た
（
図
表
④
⑤
）。

組
合
員
一
人
あ
た
り
の
払
込
出
資
金
額
は

九
五
千
円
と
、
過
去
最
少
だ
っ
た
二
一
年
度

（
七
九
千
円
）
に
次
ぐ
金
額
と
な
り
、
出
資
少
額

化
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

共
同
受
注
で
新
た
な
需
要
を
開
拓
す
る

設
立
目
的
（
主
要
事
業
）
で
は
、
共
同
受
注
事

業
が
四
組
合
で
最
も
多
く
、
前
年
度
の
五
組
合
と

ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た （
図
表
⑥
）。

愛
鷹
カ
イ
ゼ
ン
協
同
組
合
は
沼
津
市
と
駿
東
郡

長
泉
町
の
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
製
造
業
者
四
社
が

設
立
。
自
動
車
用
組
電
線
な
ど
の
生
産
量
が
減
少

す
る
中
、各
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
結
す
る
こ
と
で
、

平成23年度に県内で設立認可を受けた組合は、前年度の13組合を若干下回る11組合であった。
少人数、少額出資による設立傾向は相変わらず続き、一組合平均の出資総額は81.6万円と、過去

最少であった前年度の127万円を大きく更新した。
設立目的（主要事業）では、共同受注事業が4組合で最も多く、前年度の5組合とほぼ同数。地域

振興や企業の海外展開支援を目的とした設立も目立った。

特集
平成23年度

静岡県の組合設立白書
全新設組合の概要とその目的

図表①

平成23年度は未集計
全国数値は全国中央会の集計による

組合設立件数の推移（平成元年以降）

全国 852 848 942 1,003 970 898 903 863 894 792 845 862 851 828 816 868 806 827 578 514 369 303
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平成23年度　静岡県の組合設立白書

従
来
品
以
外
の
受
注
も
目
指
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、機
会
の
拡
大
に
意
を
注
ぐ
。

駿
東
郡
清
水
町
を
中
心
と
し
た
県
東
部
地
域
で

建
設
関
連
業
に
携
わ
る
八
社
が
結
束
し
た
清
水
町

建
設
事
業
協
同
組
合
も
、
土
木
や
舗
装
な
ど
各
種

工
事
の
共
同
受
注
や
あ
っ
せ
ん
を
実
施
。
大
型
物

件
の
受
注
に
向
け
て
、
組
合
で
の
建
設
業
許
可
の

取
得
も
予
定
し
て
い
る
。

中
小
企
業
の
海
外
展
開
や
事
業
継
続
計
画
を
支

援
す
る
事
業
を
共
同
受
注
す
る
動
き
も
目
立
つ
。

浜
松
語
学
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合
は
、
浜
松
市
や

袋
井
市
の
通
訳
業
、
翻
訳
業
の
四
人
が
組
織
化
。

通
訳
・
翻
訳
業
務
を
は
じ
め
、
語
学
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
通
し
て
、
企
業
の
海
外
進
出
や
市
場
開
拓

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
図
る
。

浜
松
市
、
袋
井
市
の
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
業
、
運
送
業
、
税
理
士
事
務

所
の
四
社
が
立
ち
上
げ
た
の
が
B
C
M
技
術
開
発

推
進
事
業
協
同
組
合
。
組
合
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集

約
、
事
業
継
続
計
画
の
導
入
や
見
直
し
に
関
す
る

業
務
を
組
合
で
一
括
し
て
受
注
し
、
配
分
す
る
。

地
元
の
特
産
品
を
活
用
し
、
地
域
の
振
興
や
拠

点
づ
く
り
を
担
お
う
と
、
ふ
た
つ
の
企
業
組
合
が

立
ち
上
が
っ
た
。

企
業
組
合
柿
田
川
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ

は
、
駿
東
郡
清
水
町
の
バ
ラ
園
を
核
と
し
た
郊

外
型
モ
ー
ル
”ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
“
の
メ

ン
バ
ー
四
名
に
よ
り
設
立
。
地
場
の
食
材
と
名
水

で
作
る
カ
レ
ー
の
移
動
販
売
を
主
体
に
、
季
節
に

合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
開
催

す
る
。

掛
川
市
の
山
あ
い
に
位
置
す
る
原
田
地
区
の
住

民
が
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
設
立
し
た
そ
こ

が
み
そ
原
田
企
業
組
合
。
閉
園
し
た
幼
稚
園
を
福

祉
と
振
興
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、

調
理
場
を
併
設
し
、
伝
統
あ
る
味
噌
と
万
能
た
れ

の
製
造
、
販
売
を
通
じ
て
、
ま
ち
お
こ
し
と
住
民

の
絆
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
。

図表② 組合員数の推移
14 15 16 17 18 19 20 21 22

5 3 5 4 4 3 6 3 2
8 5 7 8 11 5 5 5 7
4 0 1 1 0 1 1 1 1
1 3 1 0 1 0 0 0 1
2 0 2 1 1 0 1 1 2
1 0 1 0 0 0 0 3 0

21 11 17 14 17 9 13 13 13

23
5
3
0
3
0
0

11

図表③ 一組合あたりの平均組合員数と最多組合員の推移

一組合平均出資額は81.6万円。過去最少を更新した

図表④ 出資金の推移（金額単位：万円）
14 15 16 17 18 19 20 21 22

0 0 0 0 2 0 5 2 5
7 5 7 3 7 4 3 5 3
8 4 6 4 4 1 2 3 2
2 0 1 0 0 2 3 1 3
2 2 1 1 2 0 0 0 0
2 0 2 6 2 2 0 2 0

21 11 17 14 17 9 13 13 13

23
7
2
2
0
0
0

11

図表⑤ 一組合あたりの平均出資金と最高出資額組合の推移

図表⑥ 過去10年間の組合主要事業の推移
14 15 16 17 18 19 20 21 22
9 3 4 5 8 － 5 1 5
－ － 1 － － － － － －
－ － 1 1 3 1 1 － 1
3 1 2 2 － 4 4 2 3
－ 2 2 2 1 － － 1 －
－ － － － － － － 4 －
－ － － 2 2 － － － －
1 － － － － 1 － － －
－ 1 1 1 1 1 － 2 1
1 － － － － － － － －
4 4 5 1 2 1 2 1 2
3 － 1 － － 1 1 2 1
21 11 17 14 17 9 13 13 13

23
4
－
2
1
－
－
－
－
－
－
2
2
11計

共同施設の維持・管理
外国人研修生共同受入れ

企業組合
その他

共同生産・加工
共同宣伝
人材派遣

共同処理（残土、廃棄物）

共同受注
研究開発
共同販売

共同購買・幹旋

計

共同受注事業が4組合で最も多く、前年度の5組合とほぼ同数
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販
路
の
拡
大
や
効
率
化
、合
理
化
を
共
同
で

組
合
員
が
扱
う
製
品
を
共
同
で
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
販
路
の
拡
大

を
目
指
す
動
き
も
目
立
つ
。

賀
茂
木
材
協
同
組
合
は
、
賀
茂
地
区

の
木
材
関
連
業
者
一
六
社
が
任
意
組
合

を
母
体
に
法
人
化
。
組
合
員
が
加
工
し

た
建
築
用
資
材
の
共
同
販
売
が
事
業
の

柱
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
共
物
件
に
も

参
加
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大
を
図
る
。

静
岡
県
知
事
認
定
の
農
家
と
農
業
法
人
に
よ
る

任
意
組
織
の
構
成
員
で
立
ち
上
げ
た
富
士
の
国
農

家
直
販
協
同
組
合
。
東
名
・
新
東
名
高
速
道
路
の 

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
こ
だ
わ
り
の
農
水
産
物
を
直
接

消
費
者
に
販
売
し
、
”地
産
多
消
“
を
実
現
す
る
。

作
業
の
効
率
化
や
経
営
の
合
理
化
に
組
合
組
織

を
利
用
す
る
動
き
も
活
発
だ
。

静
岡
専
門
工
事
業
受
発
注
管
理
協
同
組
合
は
、

鉄
骨
・
鉄
筋
工
事
業
者
四
社
が
、
工
事
の
受
発
注

情
報
の
円
滑
な
処
理
を
目
的
に
組
織
化
。
組
合
独

自
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
受
発
注
情
報
の
斡
旋

に
よ
り
組
合
員
の
作
業
の
効
率
化
を
図
る
。

水
産
食
料
品
製
造
業
者
と
関
連
企
業
で
設
立
し

た
静
岡
水
産
事
業
協
同
組
合
。
消
耗
品
の
共
同
購

入
と
、
組
合
員
の
労
務
管
理
を
組
合
で
行
い
、
各

社
の
負
担
と
コ
ス
ト
軽
減
を
目
指
す
。

東
海
事
業
協
同
組
合
は
、
海
外
へ
の
展
開
を
目
指

す
浜
松
市
内
の
異
業
種
一
○
社
が
設
立
。
組
合
に
相

談
窓
口
を
設
け
、
進
出
予
定
先
の
情
報
収
集
や
専
門

家
に
よ
る
助
言
を
通
し
て
組
合
員
を
支
援
す
る
。

そ
こ
が
み
そ
原
田
企
業
組
合

掛
川
市
の
山
あ
い
に
位
置
す
る
原
田
地
区
の

住
民
が
主
体
と
な
り
、閉
園
し
た
幼
稚
園
を
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
学
童
保
育
、地
域
交
流
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
を
計
画
。

し
か
し
、運
営
コ
ス
ト
に
区
費
を
充
て
る
こ
と

は
厳
し
く
、そ
れ
な
ら
ば
、味
噌
を
製
造
、販
売

し
、そ
の
収
益
金
で
賄
お
う
と
住
民
有
志
が
決

意
。賛
同
者
を
募
っ
て
当
組
合
を
設
立
し
た
。

組
合
で
は
、旧
原
田
幼
稚
園
に
調
理
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
。組
合
員
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、他
の
組
合
員
に
伝
授
し
な
が
ら
味
噌

づ
く
り
を
行
う
。

原
田
地
区
の
味
噌
は
、地
場
の
大
豆
と
薪
を
使

い
、昔
な
が
ら
の
か
ま
ど
で
じ
っ
く
り
と
煮
込
ん

で
仕
上
げ
る
の
が
特
徴
で
、評
判
も
上
々
。組
合

は
、味
噌
と
手
作
り
万
能
た
れ
の
製
造
と
販
売
を

通
じ
て
、地
域
の
振
興
と
社
会
貢
献
に
寄
与
し
て

い
く
考
え
だ
。

■ 所在地：駿東郡清水町  ■ 組合員：8人  ■ 出資金：800千円
■ 理事長：岩崎正治  ■ 設立認可日：平成23年8月31日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 建設工事の共同受注及びあっせん、建設資

材の共同購入

■ 所在地：掛川市  ■ 組合員：16人  ■ 出資金：800千円
■ 理事長：草賀章吉  ■ 設立認可日：平成23年9月14日
■ 認可行政庁：掛川市
■ 主な事業： 農産加工品の製造及び販売、農産加工品製

造体験教室の企画及び運営

清
水
町
建
設
事
業
協
同
組
合

組
合
員
は
駿
東
郡
清
水
町
と
長
泉
町
、沼
津
市

に
お
い
て
土
木
工
事
業
、舗
装
工
事
業
に
携
わ
る

八
社
。

地
方
の
中
小
建
設
関
連
業
者
は
、民
間
の
建
設

物
件
や
公
共
工
事
の
減
少
に
加
え
、大
手
建
設
業

者
の
参
入
に
よ
る
激
し
い
競
合
な
ど
か
ら
、従
来

獲
得
し
て
い
た
物
件
の
受
注
確
保
が
年
々
困
難

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、任
意
組
織
で
あ
る
清

水
町
建
設
業
協
会
を
母
体
に
、構
成
員
が
生
き
残

り
を
か
け
て
設
立
し
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

共
同
事
業
の
柱
は
、官
公
庁
や
大
手
業
者
か
ら

の
各
種
工
事
の
共
同
受
注
と
あ
っ
せ
ん
。組
合
と

し
て
一
般
建
設
業
許
可
を
取
得
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、組

合
員
が
必
要
と
す
る
建
設
用
資
材
を
組
合
で
一
括

購
入
。安
価
で
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、組
合
員
の 

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

23年度全新設組合

プロフィール   PROFILE

　   ※設立認可順。内容は認可時点のものです。
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平成23年度　静岡県の組合設立白書

東

海

事

業

協

同

組

合

大
手
メ
ー
カ
ー
の
海
外
シ
フ
ト
の
進
展
に
伴
い
、

国
内
に
お
け
る
受
注
機
会
の
減
少
な
ど
業
績
低
迷
の

危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
は
少
な
く
な
い
。

生
き
残
り
を
か
け
て
海
外
進
出
を
模
索
す
る
企
業
も

増
え
て
い
る
が
、商
習
慣
の
違
い
や
資
金
調
達
な
ど
、

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
も
多
く
抱
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
海
外
展
開
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、浜
松
市
内
の
異
業
種
一
○
社

が
、互
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
組
織
化
。

海
外
進
出
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
組
合
に

設
け
、用
地
や
現
地
の
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
の

情
報
収
集
を
は
じ
め
、専
門
家
に
よ
る
助
言
や
現

地
へ
の
同
行
調
査
に
よ
り
組
合
員
を
支
援
す
る
。

さ
ら
に
は
、組
合
員
が
必
要
と
す
る
資
材
な
ど

を
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
仕
入
れ
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
る
ほ
か
、工
作
機
械
な
ど
余
剰
設
備
の
海

外
へ
の
売
却
を
組
合
で
仲
介
。組
合
員
単
独
で
は

難
し
い
輸
出
な
ど
の
国
際
化
業
務
を
展
開
す
る
。

愛
鷹
カ
イ
ゼ
ン
協
同
組
合

低
迷
す
る
景
気
に
加
え
て
、急
激
な
円
高
は
自

動
車
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、自
動
車
用
組

電
線（
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
）や
生
産
設
備
用
の

ハ
ー
ネ
ス
は
、年
々
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、沼
津
市
や

駿
東
郡
長
泉
町
の
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
製
造
業

者
四
社
が
、受
注
量
の
確
保
を
目
的
に
設
立
し
た

の
が
当
組
合
で
あ
る
。

主
要
な
事
業
は
、大
手
電
線
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
製
造
業
務
の
共
同
受
注
。各

社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
結
す
る
こ
と
で
、従
来
品
以

外
の
受
注
も
目
指
す
。加
え
て
、受
注
の
窓
口
と

す
る
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
、機
会
の
拡
大
を
図
る
。

ま
た
、日
常
業
務
で
使
用
す
る
備
品
な
ど
の
共

同
購
入
を
通
じ
た
コ
ス
ト
削
減
な
ど
、組
織
化
の

メ
リ
ッ
ト
を
フ
ル
に
活
か
し
た
事
業
を
展
開
。組

合
員
の
経
営
力
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
く
。

企
業
組
合
柿
田
川
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ

駿
東
郡
清
水
町
の
バ
ラ
園
を
核
と
し
た
五
店

舗
が
集
積
す
る
郊
外
型
モ
ー
ル
”ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

ビ
レ
ッ
ジ
“
が
そ
の
前
身
。

自
然
・
共
生
・
健
康
・
手
作
り
・
文
化
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、各
店
舗
が
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。メ
ン
バ
ー
は
、共
同
し
て
新

た
な
事
業
分
野
に
挑
戦
す
る
た
め
、設
立
を
決
意

し
た
。

組
合
で
は
、フ
ル
ー
ツ
や
た
ま
ね
ぎ
と
い
っ
た

地
元
の
特
産
品
を
材
料
に
、柿
田
川
の
名
水
で
煮

込
ん
だ
”柿
田
川
湧
水
カ
レ
ー
“
の
移
動
販
売

を
展
開
。こ
の
ほ
か
、組
合
の
施
設
を
活
用
し
て
、

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を

は
じ
め
、地
域
の
農
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
収
穫

祭
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、体
験
型
観
光
事
業
と
し
て
、会
員

制
の
農
作
業
体
験
を
年
間
通
し
て
実
施
。農
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
考
え
だ
。

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：10人  ■ 出資金：500千円
■ 理事長：増田弘憲  ■ 設立認可日：平成23年11月1日
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業： 資材及び副資材の共同購入、海外展開に関

する経営指導

■ 所在地：沼津市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：1,000千円
■ 理事長：鈴木高久  ■ 設立認可日：平成23年11月21日
■ 認可行政庁：沼津市
■ 主な事業： ワイヤーハーネス製造業務の共同受注、備

品・消耗品等の共同購入

■ 所在地：三島市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：200千円
■ 理事長：杉山博一  ■ 設立認可日：平成24年2月14日
■ 認可行政庁：三島市
■ 主な事業： 特産品の開発及び販売、イベント及びカル

チャー教室等の開催
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浜
松
語
学
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合

組
合
員
は
、浜
松
市
を
中
心
と
す
る
県
西
部
地

域
で
通
訳・翻
訳
業
を
行
う
語
学
の
専
門
家
四
名
。

企
業
の
海
外
へ
の
進
出
や
市
場
の
開
拓
が
進

展
す
る
な
か
、現
地
の
言
語
に
関
す
る
業
務
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
図
ろ
う
と
組
合
を
立

ち
上
げ
た
。

語
学
に
精
通
し
、海
外
の
商
習
慣
や
文
化
に
明

る
い
組
合
員
の
ス
キ
ル
を
組
合
に
集
約
。通
訳
・

翻
訳
業
務
を
は
じ
め
、企
業
や
教
育
機
関
な
ど
を

対
象
と
し
た
語
学
セ
ミ
ナ
ー
の
受
注
を
通
し
て
、

企
業
の
海
外
展
開
や
生
徒
の
語
学
力
の
向
上
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、組
合
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
拡
大
を
図
る
。

ま
た
、教
育
情
報
事
業
を
通
じ
、組
合
員
の
資

質
の
向
上
に
組
合
を
挙
げ
て
取
り
組
む
ほ
か
、組

合
員
が
日
常
業
務
に
お
い
て
必
要
と
す
る
事
務

用
品
や
消
耗
品
を
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
、組
合

員
の
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
も
寄
与
す
る
。

賀

茂

木

材

協

同

組

合

古
く
か
ら
伊
豆
の
豊
か
な
山
林
を
活
か
し
、木

材
関
連
業
が
盛
ん
な
賀
茂
地
区
。産
出
さ
れ
る
原

木
は
高
い
品
質
を
誇
っ
て
い
る
。

し
か
し
、廉
価
な
木
材
の
輸
入
や
木
造
住
宅
の

着
工
件
数
の
伸
び
悩
み
な
ど
か
ら
、地
区
内
の
木

材
関
連
業
者
は
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、長
年
任
意
組

織
と
し
て
活
動
し
て
き
た
賀
茂
木
材
組
合
を
母
体

に
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

事
業
の
柱
と
な
る
の
は
、資
材
の
共
同
購
入
と

製
材
品
の
共
同
販
売
。地
元
産
の
良
質
な
原
木
を

組
合
で
購
入
し
て
組
合
員
に
供
給
す
る
。組
合
員

は
原
木
を
建
築
用
資
材
に
加
工
。そ
の
資
材
を
組

合
が
一
括
で
購
入
し
、建
築
業
者
に
販
売
す
る
と

い
う
事
業
の
流
れ
で
あ
る
。

組
合
で
は
、共
同
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
伊
豆

地
域
の
木
材
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る

販
路
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

B
C
M
技
術
開
発
推
進
事
業
協
同
組
合

東
日
本
大
震
災
以
降
、従
来
あ
る
事
業
継
続
計

画
の
見
直
し
や
新
規
導
入
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
。応

え
る
に
は
高
度
な
専
門
知
識
や
様
々
な
技
術
を

兼
ね
備
え
た
専
門
家
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
な

る
が
、体
制
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

こ
う
し
た
中
、浜
松
市
、袋
井
市
の
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
業
、

運
送
業
、税
理
士
事
務
所
の
四
社
が
ノ
ウ
ハ
ウ

を
融
合
さ
せ
、企
業
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
当
組
合
を
設
立
し
た
。
”Ｂ
Ｃ
Ｍ
“
と
は
、

Business Continuity M
anagem

ent

（
事
業
継

続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）の
略
称
で
あ
る
。

組
合
で
は
、企
業
の
事
業
継
続
計
画
の
策
定
や

再
検
討
を
支
援
す
る
業
務
の
共
同
受
注
を
柱
に
、

組
合
事
業
と
組
合
員
を
広
く
P
R
す
る
共
同
宣

伝
を
展
開
。加
え
て
、教
育
情
報
事
業
を
通
じ
、組

合
員
の
事
業
知
識
や
技
術
の
向
上
、経
営
の
合
理

化
を
図
る
。

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：800千円
■ 理事長：髙橋 仁  ■ 設立認可日：平成24年3月1日
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業： 翻訳・通訳業務並びに語学セミナー開催業

務の共同受注

■ 所在地：賀茂郡東伊豆町  ■ 組合員：16人  ■ 出資金：1,600千円
■ 理事長：鈴木和俊  ■ 設立認可日：平成24年3月9日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業：製材品の共同販売、原木の共同購入

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：480千円
■ 理事長：小川直人  ■ 設立認可日：平成24年3月12日
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業：BCM支援業務の共同受注、共同宣伝
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組合活性化情報

平成23年度　静岡県の組合設立白書　

静
岡
水
産
事
業
協
同
組
合

高
知
県
に
本
社
を
置
く
水
産
食
料
品
製
造
業

者
と
藤
枝
市
内
に
所
在
す
る
そ
の
関
連
企
業
四

社
が
、経
営
の
合
理
化
と
人
材
確
保
へ
の
取
り
組

み
を
共
同
で
行
お
う
と
結
束
。

組
合
員
が
必
要
と
す
る
事
務
用
品
や
作
業
服

な
ど
の
消
耗
品
を
共
同
で
購
入
し
、仕
入
れ
単
価

の
低
減
を
目
指
す
。

ま
た
、給
与
計
算
な
ど
の
労
務
管
理
を
一
括
し

て
組
合
で
実
施
す
る
こ
と
で
、組
合
員
の
事
務
負

担
の
軽
減
と
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
図
る
。

将
来
的
に
は
、外
国
人
技
能
実
習
生
を
組
合
で

受
け
入
れ
る
事
業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
準
備
と
し
て
、実
習
生
の
送
り
出
し
元
と
な

る
各
国
に
伺
い
、現
地
で
の
調
査
研
究
を
行
う
。

併
せ
て
、技
能
実
習
制
度
の
内
容
や
、法
的
知

識
の
修
得
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
講
習
会
を
開

催
。組
合
員
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
支
援
し

て
い
く
。

富
士
の
国
農
家
直
販
協
同
組
合

静
岡
県
知
事
が
認
定
す
る
三
五
○
軒
余
り
の

農
家
と
農
業
法
人
一
○
○
社
の
中
か
ら
、消
費
者

に
接
し
な
が
ら
販
売
を
し
て
み
た
い
と
い
う
農

業
者
で
構
成
さ
れ
る
”富
士
の
国
農
家
直
売
研

究
会
“
が
前
身
。同
研
究
会
で
は
、安
全
で
質
の
高

い
農
水
産
物
を
、東
名
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
お
い
て
直
接
消
費
者
に
販
売
し
て
き
た
。

今
回
、新
た
に
開
通
す
る
新
東
名
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
催
事
販
売
を
計
画
。高
速

道
路
管
理
会
社
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、法
人
化
に

踏
み
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

組
合
で
は
、こ
だ
わ
り
の
あ
る
農
水
産
物
を
消

費
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
”地
産
地
消
“
さ
ら

に
は
高
速
道
路
と
い
う
広
域
な
商
圏
で
の
流
通
・

販
売
に
よ
る
”地
産
多
消
“
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、共
同
宣
伝
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、

組
合
の
知
名
度
向
上
と
売
上
の
増
加
、販
路
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
予
定
だ
。

静
岡
専
門
工
事
業
受
発
注
管
理
協
同
組
合

鉄
骨
・
鉄
筋
工
事
と
い
っ
た
専
門
工
事
で
は
一

定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
工
事
が
進
ま
ず
、作
業
量
の

多
い
時
期
が
必
ず
生
じ
る
。そ
の
た
め
同
業
者
に

工
事
の
再
発
注
を
行
い
、受
け
た
側
が
支
援
に
回

る
こ
と
が
業
界
で
慣
習
化
し
て
い
た
。し
か
し
発

注
手
続
に
は
手
間
が
多
く
、職
長
と
呼
ば
れ
る
管

理
者
は
発
注
先
確
保
の
た
め
常
に
電
話
で
連
絡

し
、現
場
作
業
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、県
内
の
鉄
骨
・
鉄
筋
工
事
業
者

四
社
が
、受
発
注
情
報
を
円
滑
に
処
理
す
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
化
。

組
合
で
は
、メ
ン
バ
ー
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、組
合
員
間
で
の
受
発
注
情
報
を
斡
旋
。

組
合
員
の
職
長
は
、情
報
の
や
り
取
り
を
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
の
画
面
上
で
行
う
こ
と
で
時
間
的

な
余
裕
が
で
き
、現
場
で
の
作
業
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、組
合
主
催
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
、

シ
ス
テ
ム
の
ス
ム
ー
ス
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

■ 所在地：藤枝市  ■ 組合員：5人  ■ 出資金：1,000千円
■ 理事長：山﨑桃世  ■ 設立認可日：平成24年3月19日
■ 認可行政庁：藤枝市
■ 主な事業：消耗品の共同購入、共同労務管理

■ 所在地：富士宮市  ■ 組合員：20人  ■ 出資金：600千円
■ 理事長：青木善明  ■ 設立認可日：平成24年3月26日
■ 認可行政庁：富士宮市
■ 主な事業： 農水産物商品の共同販売、共同宣伝、副資

材の共同購入

■ 所在地：沼津市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：1,200千円
■ 理事長：加藤礼子  ■ 設立認可日：平成24年3月29日
■ 認可行政庁：沼津市
■ 主な事業： 鉄骨・鉄筋工事に関する受発注情報の斡旋

事業
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富
士
山
の
西
麓
に
広
が
る
朝
霧
高
原
を

南
北
に
走
る
国
道
一
三
九
号
線
。
沿

線
に
位
置
す
る
道
の
駅
朝
霧
高
原
は
、
雄
大

な
富
士
山
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
う
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
の

隣
接
地
に
、
富
士
宮
市
内
の
食
品
関
連
業
六

社
に
よ
る「
見
学
の
で
き
る
食
の
工
房
団
地
」

と
し
て
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
標
高
九
〇
〇
m
の
朝
霧
高
原
は
空
気
が

澄
ん
で
い
て
大
気
中
の
細
菌
が
少
な
い
、
食

品
製
造
に
と
っ
て
は
理
想
の
地
。
そ
こ
で
仕

事
が
で
き
る
嬉
し
さ
と
、
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
と
い
う
身
の
引
き
締
ま
る
気
持
ち
が
入
り

混
じ
り
ま
す
」。

最
高
の
環
境
で
製
品
づ
く
り
に
没
頭
で
き

る
期
待
感
、
そ
し
て
理
事
長
と
し
て
団
地
運

営
の
舵
取
り
を
担
う
重
責
が
伝
わ
る
。

食
品
団
地
の
形
成
は
、
平
成
一
五
年
、
隣

接
地
の
地
主
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。

「
そ
の
土
地
を
新
興
宗
教
が
購
入
す
る
話

が
持
ち
上
が
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
ま
で
も
富

士
山
周
辺
で
は
同
じ
様
な
こ
と
が
あ
り
、
地

主
も
戦
々
恐
々
と
し
て
い
て
。そ
れ
な
ら
ば
、

我
々
が
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」。

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
購
入
を
決
意
し
た

の
で
あ
る
。

「
土
地
の
活
用
を
、
地
元
の
組
合
の
会
合

で
同
席
し
た
中
央
会
の
職
員
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
高
度
化
資
金
の
活
用
を
勧
め
ら
れ

て
。
土
地
を
購
入
し
た
全
員
が
食
品
に
関
係

す
る
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
な
の
で
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
「
見
せ
る
食
品
団
地
」
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
話
が
進
み
」
平
成
二
二
年
に
組
合

を
設
立
。

高
度
化
資
金
な
ど
を
利
用
し
、
進
出
面
積

約
五
万
㎡
、
総
投
資
額
約
九
億
円
で
念
願
を

果
た
し
た
。

「
道
の
駅
の
運
営
会
社
を
一
緒
に
や
っ
て

き
た
メ
ン
バ
ー
が
組
合
員
な
の
で
、
お
互
い

気
心
が
知
れ
て
い
る
。
六
社
と
い
う
規
模
も

丁
度
良
い
」と
結
束
力
の
固
さ
を
強
調
す
る
。

「
高
度
化
資
金
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
静

岡
県
や
富
士
宮
市
の
強
力
な
支
援
を
得
ら
れ

た
。
最
初
は
資
金
の
名
前
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
中
央
会
の
人
が
懇
切
丁
寧
に
支
援

し
て
く
れ
た
お
陰
」。

自
ら
が
実
践
し
て
き
た
”う
ち
だ
け
に
し

か
な
い
“
も
の
づ
く
り
で
、
組
合
員
を
リ
ー

ド
す
る
。「
各
社
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品

を
作
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
。
お
客
様
に
は
他

に
な
い
、
安
心
・
安
全
な
製
品
を
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
作
る
過
程

も
き
ち
ん
と
お
見
せ
し
な
け
れ
ば
」
と
気
を

引
き
締
め
る
。

「
広
い
土
地
で
の
ん
び
り
と
酪
農
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
大
学
の
農
学
部
に
進
学
。

卒
業
後
に
牛
数
頭
で
牧
場
を
始
め
、
一
○

年
後
、
頭
数
が
約
一
○
倍
に
な
っ
た
の
を
機

に
、
牛
乳
の
製
造
販
売
を
開
始
。
今
年
、
創

業
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

「
良
い
商
品
づ
く
り
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
。

良
い
も
の
を
認
め
て
下
さ
る
お
客
様
に
牛
乳

を
飲
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
最
高
の
幸
せ
」

と
の
強
い
信
念
を
持
つ
。

あさぎりフードパーク協同組合
簑　功 理事長

地域の食文化を
富士の麓から発信

和を以って
組合員を束ねる

組合活性化情報

組合員を束ねる

富士の麓から発信
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決算関係書類等の提出はお済みですか？決算関係書類等の提出はお済みですか？
協同組合等では、総会終了後、行政庁に対する決算関係書類の提出が義務付けられています。
役員変更届や定款変更認可申請、変更登記申請と合わせ、今一度ご確認下さい。

決算関係書類

決算関係書類は、通常総会に提出し、承認を受け、総会終了の日から２週間以内に行政庁に提
出することが義務付けられています。

添付書類（中小企業等協同組合法（中協法）施行規則第12条、中小企業団体の組織に関する法律（中団法）施
行規則第21条）：
①事業報告書
②財産目録
③貸借対照表
④損益計算書
⑤剰余金の処分または損失の処理の方法を記載した書面
⑥上記①～⑤を提出した総会（又は総代会）の議事録（謄本でよい）

提出部数：
中部地区組合2部、東西地区組合3部（運輸局所管組合はさらに1部追加）。

役員に変更があった場合は、変更のあった日から２週間以内に所管行政庁に届け出ることが定
められています。
役員の変更とは、役員の改選をはじめ役員の氏名や住所があった場合、補充があった場合、代

表理事の交代、役員の死亡または辞任した場合など役員に関する一切の変更をいいます。

添付書類（中協法施行規則第3条、中団法施行規則第1条の8）：
①変更した事項を記載した書面（変更前と変更後の対照表）
②変更年月日および理由を記載した書面
（変更理由は、「任期満了に伴う役員選挙が行われたため」、「○○理事宅が転居したため」等簡明にその
事実を記載します）
③役員変更が役員の選挙または選任によった場合には、総会（総代会）と理事会の議事録（謄本でよい）
※役員の住所や氏名などの変更の場合は、③の議事録は不要です。
※信用協同組合または火災共済協同組合の常勤役員の選任による変更の場合は、新たに選任された常勤
役員の経歴書

提出部数：
中部地区組合2部、東西地区組合3部（運輸局所管組合はさらに1部追加）。

定款変更は、行政庁の認可を受けた時点で初めてその効力が発生します。したがって認可日以
前に新事業を実施した場合などは定款違反となるので注意が必要です。また登記事項（事業や名
称、事務所の所在地等）については認可書到達後、変更登記を要します。
代表理事の変更、事務所移転、名称変更、事業の変更、出資の総口数及び払込済出資総額の変

更、定款中の地区の変更、公告方法の変更、出資一口の金額の変更については、変更登記申請が
必要となります。
なお、代表理事の変更については、役員改選により同一人が就任した場合も登記手続きが必要

となりますのでご注意下さい。

役員変更届

定款変更認可申請・変更登記申請
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組合の動き

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合

（
簑
功
理
事
長
）
が
か
ね
て
か
ら
富
士

宮
市
根
原
に
建
設
を
進
め
て
い
た
「
あ

さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
」
が
こ
の
ほ
ど

完
成
。
四
月
一
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
。

記
念
式
典
で
簑
理
事
長
は
「
食
と
自

然
が
融
合
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し

て
、
安
心
か
つ
安
全
な
食
品
を
提
供
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
地
元
を
代
表

し
て
須
藤
秀
忠
富
士
宮
市
長
が
「
雄
大

な
富
士
山
の
麓
に
新
た
な
観
光
名
所
が

完
成
し
、
大
変
嬉
し
く
思
う
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

フ
ー
ド
パ
ー
ク
は
、
標
高
九
○
○
m

の
富
士
山
西
麓
に
立
地
。
静
岡
県
と
山

梨
県
を
結
ぶ
国
道
一
三
九
号
線
沿
い
の

道
の
駅
朝
霧
高
原
に
隣
接
し
、
集
客
面

で
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

大
人
の
工
場
見
学
な
ど
産
業
観
光
に

注
目
が
集
ま
る
中
、「
食
の
工
房
団
地
」

と
し
て
、
組
合
員
六
社
が
製
造
工
程
を

公
開
し
な
が
ら
自
慢
の
品
を
販
売
。「
大

自
然
の
中
で
楽
し
く
お
い
し
い
時
間

を
」
を
テ
ー
マ
に
、
試
飲
や
試
食
を
は

じ
め
、体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
す
る
。

空
を
覆
う
よ
う
に
そ
び
え
る
富
士
山

の
景
観
も
大
き
な
魅
力
で
、
敷
地
内
に

は
広
葉
樹
を
植
え
る
な
ど
、
周
辺
の
環

境
に
適
し
た
工
房
群
に
仕
上
げ
ら
れ
た
。

組
合
で
は
「
富
士
山
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
た
動
き
に
よ
っ
て
、
こ

の
地
域
へ
の
注
目
度
は
高
ま
っ
て
い

る
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代

の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、

組
合
で
は
、
四
月
の
一
个

月
間
に
わ
た
り
、
組
合
員

の
製
品
の
展
示
を
、
静
岡

県
庁
東
館
二
階
ロ
ビ
ー
に

て
行
っ
た
。

営
業
時
間
　
九
時
〜
一
七
時

定 

休 

日
　
年
末
年
始

静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
振
興
組
合

（
岩
崎
嘉
仁
理
事
長
）
で
は
、
地
元
・
静

岡
浅
間
神
社
の
廿
日
会
祭
（
は
つ
か
え

さ
い
）
に
合
わ
せ
、
四
月
一
日
か
ら
五

日
に
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
期
間
限

定
の
芝
居
小
屋
シ
ア
タ
ー
を
開
設
し
た
。

シ
ア
タ
ー
は
昨
年
末
に
閉
店
し
た
呉

服
店
の
店
舗
を
活
用
し
た
、
約
五
〇
人

収
容
可
能
と
い
う
広
さ
を
誇
る
も
の
。

外
装
や
内
装
は
、静
岡
市
の
造
形
作
家
、

多
々
良
な
お
き
さ
ん
の
協
力
を
得
て
に

ぎ
や
か
に
装
飾
し
、
屋
内
に
は
多
々
良

さ
ん
が
作
成
し
た
神
話
に
由
来
す
る

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
展
示
や
出
演
す

る
大
道
芸
人
や
市
民
が
交
流
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。

シ
ア
タ
ー
へ
の
入
場
は
無
料
。

期
間
中
、
昼
の
時
間
帯
で
は
、
語

り
部
に
よ
る
日
本
書
記
や
古
事
記

に
ま
つ
わ
る
神
話
が
巻
き
絵
に

よ
っ
て
披
露
さ
れ
、
春
休
み
の
親

子
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

ま
た
毎
晩
七
時
か
ら
は
、
静
岡

問
い
合
わ
せ

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク（
協
）

○
五
四
四
―
二
九
―
五
一
○
一

県
内
外
の
大
道
芸
人
が
、
自
慢
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
熱
演
。
五
日
間
で
、

延
べ
二
三
組
が
交
代
で
登
場
し
た
。
こ

の
様
子
が
地
元
テ
レ
ビ
局
の
番
組
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
組
合
側
の
予

想
を
超
え
る
観
客
が
来
場
。
札
止
め
の

日
も
出
る
な
ど
、
舞
台
と
満
員
の
客
席

は
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

こ
の
他
、
店
舗
前
や
静
岡
浅
間
神
社

周
辺
の
路
上
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
た
。

岩
崎
理
事
長
は
「
か
つ
て
、
子
供
た

▼�広大な土地で食と自然が融合する
　フードパーク

富
士
山
麓
に
食
の
工
房
団
地
―

”あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
“オ
ー
プ
ン

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合

門
前
町
に
芝
居
小
屋
シ
ア
タ
ー
が
登
場

静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
振
興
組
合

▲�工夫を凝らした装飾が懐かしい雰囲気を
　演出した
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上
げ
た
か
っ
た
。
今
後
も
、
機
会
あ
る

ご
と
に
シ
ア
タ
ー
を
開
き
た
い
」
と
今

回
の
手
応
え
を
語
っ
た
。

柄
と
焼
酎
二
銘
柄
。「
奥
大
井
へ
の
愛

着
が
わ
く
品
物
に
」
と
の
思
い
か
ら
、

ラ
ベ
ル
の
絵
を
地
元
ゆ
か
り
の
画
家
、

前
澤
妙
子
氏
（
川
根
本
町
出
身
）、
村

松
秀
太
郎
氏
（
静
岡
市
清
水
区
出
身
）

に
依
頼
し
た
。
日
本
酒
は
”弘
法
水
“
 

”白
ぎ
つ
ね
“
”恋
平
“、焼
酎
に
は
”て

し
ゃ
ま
ん
く
“
”悪
た
れ
ば
ん
ば
あ
“
 

に
ま
つ
わ
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

組
合
で
は
、

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
上
げ

る
こ
と
で
寸
又
峡
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
形
づ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
た
い
」
と
期

待
を
込
め
た
。

五
銘
柄
は
、
組
合
員

で
あ
る
寸
又
峡
温
泉

内
の
宿
泊
施
設
や
食

堂
、
土
産
物
店
に
て

提
供
、
販
売
さ
れ
る
。

ち
を
楽
し
ま
せ
た
芝
居
小
屋
の
雰
囲
気

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
訪
れ
て
下
さ

る
方
を
楽
し
ま
せ
、
廿
日
会
祭
を
盛
り

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業

協
同
組
合
（
望
月
孝
之
理
事
長
）
で
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
日
本
酒
と
焼

酎
”奥
大
井
民
話
シ
リ
ー
ズ
“
を
こ
の

ほ
ど
発
表
し
た
。

寸
又
峡
温
泉
の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
組
合
で
は
、
地

元
に
伝
わ
る
民
話
に
着
目
。
静
岡
県
中

央
会
の
連
携
組
織
活
性
化
支
援
事
業
の

助
成
を
受
け
て
、
昨
年
か
ら
県
内
の
酒

造
会
社
五
社
と
連
携
し
、
検
討
を
重
ね

て
き
た
。

今
回
発
表
し
た
の
は
、
日
本
酒
三
銘

職
業
訓
練
法
人
静
岡
県
建
設
業
能
力

開
発
協
会
（
渡
邉
正
義
会
長
）･
静
岡

県
建
設
学
院
（
衣
川
克
郎
校
長
）
土
木

施
工
科
の
平
成
二
四
年
度
入
校
式
が
四

月
二
日
、
藤
枝
市
潮
の
同
学
院
で
行
わ

れ
、
訓
練
生
六
人
が
入
校
し
た
。

は
じ
め
に
衣
川
校
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
不
安
の
中
に
飛
び
込
ま
な
け
れ
ば

安
心
は
得
ら
れ
な
い
。
失
敗
を
恐
れ
ず

に
当
校
で
学
び
、
そ
し
て
自
ら
が
行
動

を
起
こ
す
こ
と
で
、
社
会
経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

続
い
て
渡
邉
会
長
は
、

「
当
校
で
学
ぶ
こ
と
で
、
建
設
関
係

の
職
場
で
必
要
な
資
格
が
数
多
く
取
得

で
き
、
新
東
名
の
建
設
現
場
で
も
当
校

の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
以
降
、
建
設
業
界
へ
の
期
待
も

よ
り
一
層
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の

一
翼
を
担
う
と
い
う
自
覚
を
胸
に
若
い

力
を
発
揮
し
て
欲
し
い
」と
激
励
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
県
重
機
建
設
業
工

業
組
合
の
平
野
博
之
副
理
事
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
平
野
副
理
事
長
は
「
各
自
が

企
業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
自
覚

を
持
っ
て
、
こ
の
一
年
を
過
ご
し
て
欲

し
い
」
と
門
出
を
祝
っ
た
。

六
人
の
訓
練
生
は
、
資
格
取
得
や
社

会
貢
献
な
ど
の
抱
負
を
力
強
く
述
べ
た
。

同
訓
練
法
人
は
、
現
場
中
堅
技
能
者

の
養
成
を
目
的
に
昭
和
五
四
年
に
設

立
。
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合
と
の
連

携
の
も
と
運
営
さ
れ
て
い
る
。

訓
練
生
は
、
四
月
か
ら
半
年
間
、
学

院
内
で
学
科
と
実
技
訓
練
を
、
後
半
は

派
遣
事
業
所
で
現
場
実
習
を
、
そ
れ
ぞ

れ
受
け
る
こ
と
で
、
一
九
を
超
え
る
資

格
や
免
許
が
取
得
で
き
る
。

事
務
局
を
担
当
す
る
同
工
業
組
合
の

山
川
安
豊
専
務
理
事
は
、

「
今
後
、
建
設
業
が
果
た
す
べ
き
役

割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
な
か
で
、

当
校
の
重
要

性
も
増
し
て

く
る
。
興
味

の
あ
る
方
や

事
業
所
は
ぜ

ひ
連
絡
頂
き

た
い
」
と
話

し
た
。

奥
大
井
の
民
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

日
本
酒
と
焼
酎
を
発
表寸

又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

国
民
の
期
待
に
応
え
る
建
設
業
の

　
担
い
手
に
―
建
設
学
院
で
入
校
式

静
岡
県
建
設
学
院
・
静
岡
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合

▲�建設業の未来を担う訓練生と来賓ら

▶�

発
表
さ
れ
た
日
本
酒（
手
前
）と
焼
酎
。奥
大
井
の
民
話
に
ま
つ
わ
る

絵
が
描
か
れ
て
い
る
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災
害
対
策
の
重
要
性
を
説
き
続
け
て

八
戸
地
域
は
海
沿
い
に
あ
り
、
昭
和
五
八

年
の
日
本
海
中
部
地
震
な
ど
の
被
害
は
、
住

民
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
身
近
に
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
万
一
の
大
規
模
な
震
災
と
、
災
害
が

起
き
た
後
の
復
旧
に
対
す
る
備
え
が
必
要
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。

組
合
で
は
「
防
災
と
災
害
復
旧
の
備
え
に

対
し
て
は
、
地
域
と
現
場
を
知
り
尽
く
し
た

地
元
の
建
設
関
連
企
業
に
よ
る
対
策
が
最
も

迅
速
で
有
効
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
設

立
当
初
よ
り
、
八
戸
市
に
対
し
て
防
災
と
災

害
対
策
の
必
要
性
を
提
言
。

八
年
後
の
平
成
二
○
年
二
月
に
、
八
戸
市

と
「
防
災
対
策
等
へ
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」、「
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
。

て
い
る
地
域
の
建
設
関
連
企
業
に
よ
る
対
策

が
最
も
迅
速
で
有
効
」
と
い
う
設
立
時
の
考

え
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

組
合
へ
の
信
頼
を
さ
ら
に
高
め
る

家
具
等
の
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
け
と

い
っ
た
、
組
合
で
震
災
前
か
ら
取
り
組
ん
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
防
災
対
策
が
功
を
奏
し
、

市
内
の
一
般
家
庭
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
震
災
後
は
、
八

戸
市
と
連
携
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
道
路
の

復
旧
工
事
を
行
っ
た
こ
と
が
、
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
形
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
組
合
の
活
動
に
よ
り
、
災
害
協
定

の
実
効
性
と
災
害
防
止
・
復
旧
に
対
す
る
組

合
の
役
割
が
市
民
、
行
政
に
理
解
さ
れ
、
今

後
の
防
災
に
関
す
る
行
政
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
組
合
と
し
て
の
団
結
力
が
さ
ら
に

強
固
と
な
り
、
組
合
の
存
在
意
義 

と
組
合

員
の
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

防
災
と
復
旧
作
業
で
地
域
に
貢
献

防
災
対
策
と
し
て
は
、
組
合
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
高
齢
者
住
宅
を
中
心
に
訪
問
し
、

家
具
等
の
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
け
を
行
っ

て
い
る
。対
策
が
必
要
な
住
宅
の
リ
ス
ト
は
、

あ
ら
か
じ
め
八
戸
市
内
の
各
町
内
会
と
協
力

し
て
作
成
し
た
。

取
付
け
作
業
は
、
東
日
本
大
震
災
前
に
は

一
巡
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
大
き
な
防

災
効
果
が
あ
っ
た
と
多
く
の
市
民
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
。 

一
方
、
災
害
対
策
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
作
業
が
、
災
害
協
定
締
結
後
の
初
の

活
動
と
な
っ
た
。

震
災
発
生
直
後
の
三
月
一
一
日
夕
か
ら
、

役
員
が
組
合
事
務
所
に
常
駐
。
八
戸
市
と
緊

密
な
連
絡
を
取
り
合
い
、
そ
の
後
三
日
間

を
か
け
て
市
内
の
被
害
状
況
を
把
握
し
た
。

一
四
日
に
は
、
災
害
協
定
に
基
づ
く
八
戸
市

建
設
部
か
ら
の
道
路
機
能
回
復
の
依
頼
を
受

け
、
活
動
が
可
能
な
組
合
員
を
招
集
。
現
場

の
調
査
と
作
業
指
示
を
行
い
、
即
座
に
市
内

各
所
で
復
旧
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。

そ
の
後
も
、
役
員
が
昼
間
に
現
場
を
確
認

し
、
夕
方
の
作
業
終
了
後
は
市
職
員
、
作
業

チ
ー
ム
、
役
員
が
組
合
事
務
所
に
集
ま
り
、

翌
日
以
降
の
作
業
を
確
認
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
連
日
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
た
。

組
合
の
こ
う
し
た
活
動
は
、「
地
域
を
知

り
尽
く
し
、
実
際
に
現
場
を
数
多
く
経
験
し

プロ集団の力で
大震災からの
迅速な復旧を果たす

協同組合八戸中央建設業協会（青森県八戸市）

所在地：〒031-0071
　　　　青森県八戸市沼館二丁目27-15
ＴＥＬ：0178-41-2333
ＦＡＸ：0178-41-2335
ＵＲＬ：http://www.htk8.jp/
設　立：平成12年12月
業　種：総合工事業、職別工事業、設備工事業

全国の
先進組合紹介

▲協定締結式での八戸市長と組合理事長（当時）

▲幹線道路確保のための復旧工事の様子
　（八戸市内）
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（平成24年3月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

● 食料品
 消費の減退及び生産コストの増加傾向等々から業績
悪化への懸念が高まる状況。特に今後の電気料金値
上げは、大きな影響を及ぼす可能性が大きい。

● 繊維工業
 受注が減少してきた。昨年の８～10%ダウン。原油
高騰により原材料も再値上げの動き。今後が不安。

● 木材・木製品
 住宅着工数は例年１～３月は季節的に低調である
が、それに加えて昨今は津波、地震等の災害予想情
報等の不安材料が心理的影響を与えているものと思
われる。

● 窯業・土石製品
 長引く不況に耐えても、この先に光が見えない状況。
数社が転廃業で組合を脱退。

● 鉄鋼・金属工業
 ガソリンほか油類の値上がりが心配。一方で一定量
の仕事が続くようになってきた。特に海外向け設備
用の専用機が増えてきている。

● 一般機器
 機械装置メーカーは海外輸出により今年前半の見通
しは立っているが、自動車部品メーカーは海外生産
比率がますます高まっており、春先以降は国内工場
生産ダウンの見通し。

● 卸売業（建材）
 例年、年度末は公共土木工事により出荷が増加する

が、新東名の工事終了の影響が重く、本年はまった
く盛り上がらず前年同月比マイナス18.9%の最大落
ち込みであった。

● 小売業（家電）
 太陽光発電への取り組みが徐々に成果に結びつき
つつある。あわせてシーリングなど照明器具LED、
LED電球も急激に伸びている。

● 商店街（伊東市）
 昨年は震災により売上げが減少していたが、今年３
月は昨年対比で100%をクリアした。３月末の現金１
割キャッシュバックキャンペーンは、売上アップに
貢献した。

● サービス業（宿泊）
 前年は東日本大震災の影響で売上高激減であったた
め、当月は前年よりは増加だが、前々年よりは減少
となっている。

● 建設
 地元での工事量が減少傾向で、経営安定を図る上で
工事量の確保が必須。現在国が進めている東日本大
震災に係る「復興JV」に期待を寄せている。

● 運輸
 年度末であったが荷動きは鈍く、さらに軽油価格が
６週で13円超と上昇。燃料サーチャージを要求した
くても、運賃値下げ要請があり現在ではなかなか出
来ない状況。燃料問題、運賃の適正化など早急に取
り組んで欲しい。

業界の声 対象17業種より抜粋

代表理事変更登記申請書の添付書類として提出
する「代表理事を選任した理事会の議事録」には、
出席した監事の印鑑証明書も必要となりますか。

Q

商業登記規則61条4項三号で『「理事会の決議に
よって代表理事を選定した場合、出席した理事
及び監事が理事会の議事録に押印した印鑑」につ
き、市区町村長の作成した証明書を添付しなければな
らない』とされているため、業務監査権限の有無を問わず、
出席した監事の印鑑証明書も添付が必要となります。

A
及び監事が理事会の議事録に押印した印鑑」につ
き、市区町村長の作成した証明書を添付しなければな

組合運営組合運営
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前年同月に発生した東日本大震災による経済への大幅な悪影響と比較し、今月は改善との回答が多いことから
DI値は大幅に上昇した。震災時のサプライチェーンの乱れから、現在は大半が復旧したと見られる。前月との比
較では、売上高、収益状況、業界の景況が10ポイント以上上昇。製造業では機械関連、非製造業では卸売業、運
輸業が牽引した。その他の項目では、設備操業度が上昇。一方で、在庫数量は増加となりマイナス傾向が強まった。
DI値は回復傾向にあるが自由回答からは、本県における中小企業の景況はいまだ不安要素が強い。製造業は受

注確保に苦慮しており、さらには取引先の海外志向が高まり、空洞化が一層危惧されている。石油価格の値上げ
による原料資材の高騰。夏場に向かい、電気料金の値上げが心配される。非製造業では、行政を中心に年度末と
なる月であるものの、従来であれば活況となる公共工事や物流が普段の月に引き続き低迷。特に運輸業は、製造
業同様に石油価格高騰が燃料費上昇に影響し、コスト増となっている。
各業種で好調との報告が聞かれるが、いずれも震災のあった前年同月との比較で、前々年との比較では下落気味。

今後の推移にも注視する必要がある。倒産や廃業が聞かれる業種もあり、先行きに明るさが感じられない。

概　況
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売上高
収益状況
業界の景況

H15.4.1 H16.4.1 H17.4.1 H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H24.03 －19.6 －1.7 －20.7 －18.4 －31.0 －21.9 －15.4 －13.8 －33.4 

DI値

H24.02 －33.3 －8.2 －13.8 －21.9 －44.9 －26.4 －25.6 －18.4 －46.0

H24.02→H24.03 13.7↑ 6.5↑ 6.9↓ 3.5↑ 13.9↑ 4.5↑ 10.2↑ 4.6↑ 12.6↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
前年同月の東日本大震災を背景に、
「売上高」等で改善
～DI 値に反し円高、コスト拡大から依然厳しい経済環境～

組合活性化情報
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事業部
部長　木村通利

労働部
部長　松下剛久

部長代理
田中寿一

課長
伊藤健雄

牧野千浪

大石裕子

深沢宮子

瀧　優希

関本　博

課長代理
梅原富之

高木良訓

吉田慶敏

長坂和広

岡　美希

山本つかさ

（宮本　愛）

佐塚一弘

菊池憲晃

増田泰彦

青山しのぶ

業務管理課
課長　草島信介

業務課 調査研究課

静岡県協同振興㈱

代表取締役
佐野光治

取締役
山梨隆康

部長
田中寿一

課長
太田　肇

町田昌恒

牧野仁美

柴田有里枝

専務取締役
府川進明

（最賃総合
相談支援センター）

労働対策課
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平成24年度　中央会事務局機構図
平成24年4月1日付

会　長
佐野光治

専務理事
岸本道明

事務局長
村田雄示

指導部
部長　村松晴義

指導部長代理
深井利治

副所長（課長）
大村吉夫

副所長（課長）
高橋利明

課長代理
長谷川揚祐

押尾昌俊

杉浦理香

永田文子

勝岡あゆみ

水野　円

課長代理
田中秀幸

大谷裕紀

薮崎義行

三宅大介

上杉美穂

課長代理
渡辺国義

鈴木充正

中村佳樹

平川博人

能登香織

伊藤嘉余子

真野匡雄

近藤眞臣

飯塚　隆

山口直子

加藤順子

矢部富生

住川守雄

永井康弘

椋本三千代

國友舞雪

（静岡県産業振興財団）

植田勝智（事務局長）

松本彰祥（課長）

吉田一也

総務部

総務課 連携組織課 経営支援課

事務局参事（事務局長・特命担当・労働対策担当）
眞野美博

常務理事
府川進明

常務理事
藁科良文

東部事務所
所長（部長代理）
古井敏夫

西部事務所
所長（部長代理）
小林孝志
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6. 参 加 費　13万円
	 （ただし、個人的にかかる経費は含みません。）

7. 応募締切　平成24年6月1日（金）必着

8. お問合せ　県教育委員会社会教育課　
	 TEL：054‒221‒3312までお問合せください。

	

参加青年の声（抜粋）
【金融・保険業】早速、自社の海外研修（中国駐在）制度に
応募した。

【製造業】セミナーや上海の企業視察で、中国での工場運営
のノウハウを学んだ。弊社の現地工場の今後の運営に活
かしたい。

【市職員】中国の先進的な点を把握し、自市の観光事業に活
かしたい。

	

独占禁止法等の説明機会について

当委員会では、独占禁止法等の目的・内容に対す
る理解を深めていただくため、様々な活動を行ってお
り、その一環として、独占禁止法及び下請法の説明会、
中小事業者のための移動相談会、各種ガイドライン
の説明会などを開催しております。
なお、説明資料は当方にて用意いたしますので、
事業所等のみなさまに費用を御負担いただくことはあ
りません。
また、当委員会からの説明会等の内容等につきま

しては、適宣、ご要望に応じますので、お気軽にお
問い合わせください。

お問い合わせ先
公正取引委員会事務総局中部事務所　総務課
〒460‒0001
名古屋市中区三の丸２‒５‒１　
名古屋合同庁舎第２号館
TEL：052‒961‒9421　FAX：052‒971‒5003

解決の糸口が見える！
あざれあ電話　男性相談

ストレス社会に生きる男性のまわりには、さまざま
な悩みがあります。一人で悩むより相談してみません
か！自分の生き方、家庭の問題、仕事や健康の悩み
など、あなた自身が解決の糸口を見出すために専門の
男性相談員が相談にのります。

毎月　第1・3土曜日
13：00〜17：00

実施日

※5月5日、1月5日は第1土曜日ですが実施しません。

専用電話　054（272）7880

主催
静岡県くらし・環境部県民生活局男女共同参画課
〒420‒8601　静岡市葵区追手町９‒６
TEL：054‒221‒2824

平成24年

4月 5月 6月 7月 8月 9月

2日 7日 4日 1日

19日 16日 21日 18日 15日

平成24年 平成25年

10月 11月 12月 1月 2月 3月

6日 3日 1日 2日 2日

20日 17日 15日 19日 16日 16日

浙江省現地企業視察にて、管理職・従業員と意見交換

青年意見交換会での日中青年のグループディスカッション
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びわ湖環境ビジネスメッセ2012
出展のご案内

滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会では、「環境
ビジネス」を振興するため、産学官が協同して1998
年から毎年、環境産業見本市「びわ湖環境ビジネス
メッセ」を開催しています。

昨年は、国内外から過去最大規模の308企業・団
体が出展し、37,280人が来場されました。会場内で
は熱気溢れる商談や技術交流等が繰り広げられ、「ビ
ジネス主体の環境見本市」として高く評価されてい
ます。

15周年記念となる2012年は、下記のとおり開催さ
れますので、環境ビジネスに取り組んでおられる皆
さま、この機会に是非ご出展ください。

日　時　2012年10月24日（水）〜26日（金） 
10：00〜17：00（最終日は16：00まで）

会　場　滋賀県立長浜ドーム　　　　　
（ JR田村駅から徒歩 5 分、
米原駅からシャトルバス15分）

出展料　標準小間（9㎡）　200,000円から
　　　　Sサイズ小間（4㎡）　100,000円

（ベンチャーゾーン出展者用）　

締切日　2012年6月15日（金）
ホームペーシﾞ　出展に関する詳細はこちらです↓

http://www.biwako-messe.com/application/

お問い合わせ先
滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会事務局　
滋賀県庁　新産業振興課内
TEL：077‒528‒3793　FAX：077‒528‒4876
E-mail：info@biwako-messe.com

〜静岡県と浙江省の友好・発展の架け橋に〜
平成24年度　日中青年代表交流　参加者募集

静岡県と中国浙江省は、昭和57年（1982年）の友
好提携から本年で30周年を迎えます。

青年の皆さん、経済発展著しい中国の青年との交
流に参加して、両国を結ぶ架け橋になりませんか。

1. 目　　的　静岡県内の経済、産業、教育、行政な
ど各分野の青年代表が、中国浙江省青年連合会（※）
の幹部との交流を通して、相互理解と信頼関係を深
め、人脈形成や情報交換等を行い、参加後、継続的
に日中交流に関わることにより、発展的な協力関係を
築くことを目的としています。

※ 浙江省の公的青年組織。各分野で若きリーダー
として活躍する青年が所属する。

2. 主　　催　静岡県教育委員会
3. 実　　施　日中青年代表交流実行委員会
4. 実施内容＜予定＞

5. 参 加 者
①�対象　中国に関心があり、日中の友好交流の促進

や相互発展への取組に参加する意志のある、県内
各分野の20歳から概ね35歳までの青年で、原則とし
てホームステイ（１泊２日）の受け入れが可能な方。
②定員　30名

交流・セミナー 開催月日 内　容

第1回セミナー 6月30日（土）
開 講 式、オリエンテー
ション
中国事情講座、浙江省交
流ガイダンス

浙江省交流
8月10日（金）〜
8月17日（金）
〔7泊8日〕

【静岡県青年⇒浙江省杭
州市、上海市】
杭州市内視察、ホームス
テイ
歓 迎レセ プ ション、グ
ループ別研修
現地企業・日系企業視
察、上海市内視察 等

第2回セミナー 10月の土曜日 静岡県交流ガイダンス、
日中文化比較講座 等

静岡県交流 10月中
〔3泊4日〕

【浙江省青年⇒静岡県】
ホームステイ、青年意見
交換会
歓迎レセプション、静岡
市内視察 等

第3回セミナー 12月8日（土） 交流報告会、閉講式
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時
代
が
大
正
、
そ
し
て
昭
和
と
移
る

に
つ
れ
て
、
沼
津
市
中
心
部
で
は
、
旧

東
海
道
沿
い
に
沼
津
駅
へ
向
か
っ
て
商

店
街
が
徐
々
に
形
を
成
し
、発
展
し
た
。

戦
後
に
は
、
沼
津
駅
か
ら
商
店
街
を

目
指
す
買
い
物
客
が
大
き
な
流
れ
を
作

り
、
上
本
通
り
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
名
店

街
に
か
け
て
も
、
多
く
の
人
で
連
日
賑

わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
り
、
商
店
街
の

中
に
一
〇
軒
の
映
画
館
が
相
次
い
で
オ
ー

プ
ン
。
そ
の
う
ち
の
一
軒
は
、
後
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
や
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
を
兼

ね
備
え
た
県
内
初
の
複
合
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
な
り
、
当
時
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー

ム
も
相
ま
っ
て
、
若
い
人
を
中
心
に
、

街
を
訪
れ
る
人
は
さ
ら
に
増
え
た
。

こ
う
し
た
中
、
周
辺
の
商
店
街
と
も

し
の
ぎ
を
削
る
よ
う
に
な
る
。

三
〇
年
代
後
半
に
は
仲
見
世
商
店
街

が
全
蓋
タ
イ
プ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
置
。

上
本
通
り
で
も
、
ア
ー
ケ
ー
ド
建
設
の

機
運
が
高
ま
っ
た
。
昭
和
四
二
年
、
そ

れ
ま
で
の
商
店
会
を
法
人
化
。
高
度
化

事
業
を
活
用
し
、
県
道
の
両
側
に
ア
ー

ケ
ー
ド
と
カ
ラ
ー
舗
装
の
完
成
を
み
た
。

「
お
客
様
に
『
雨
の
日
で
も
傘
を
差

さ
な
い
で
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
』
と
言

J
R
沼
津
駅
南
口
か
ら
南
西
に
向

か
っ
て
歩
く
こ
と
数
分
で
、
上
本
通
り

に
着
く
。
沼
津
上
本
通
り
商
店
街
は
こ

こ
か
ら
県
道
沿
い
に
南
に
伸
び
、
旧
国

道
一
号
線
を
ま
た
い
で
沼
津
ア
ー
ケ
ー

ド
名
店
街
に
接
す
る
。
そ
の
距
離
は
約

三
〇
〇
m
に
及
び
、
沼
津
大
手
町
商
店

街
と
並
ん
で
沼
津
市
内
の
商
店
街
一
の

長
さ
を
誇
っ
て
い
る
。

上
本
通
り
は
、
江
戸
時
代
に
沼
津
藩

初
代
藩
主
、
水
野
忠
友
が
建
て
た
沼
津

城
の
外
堀
跡
地
に
位
置
す
る
。
当
時
、

堀
の
西
側
に
は
、
沼
津
藩
士
達
が
住
む

長
屋
が
あ
っ
た
。
時
代
が
明
治
に
入
っ

て
す
ぐ
、
沼
津
藩
士
に
代
わ
っ
て
居
住

し
た
静
岡
藩
の
幕
臣
に
よ
り
、
長
屋
の

一
角
を
校
舎
と
し
て
、
日
本
最
初
の
近

代
的
小
学
校
と
さ
れ
る
沼
津
兵
学
校
付

属
小
学
校
の
前
身
「
代
戯
館
（
だ
い
ぎ

か
ん
）」
が
開
校
し
た
。
商
店
街
の
一
角

に
は
、
こ
の
こ
と
を
記
念
し
た
碑
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

通
り
の
名
前
に
も
、
歴
史
が
感
じ
ら

れ
る
。
明
治
の
後
半
、
現
在
の
沼
津
ア
ー

ケ
ー
ド
名
店
街
が
本
通
り
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
そ
の
上
方
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
そ
う
だ
。

わ
れ
た
時
の
、
親
父
の
嬉
し
そ
う
な
顔

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
」
と
長
谷
川
徹
理

事
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

し
か
し
、
五
〇
年
代
に
は
、
沼
津
駅

周
辺
に
大
型
店
が
相
次
い
で
出
店
。
組

合
員
も
、
そ
の
影
響
を
徐
々
に
受
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

組
合
で
は
、
組
合
員
で
あ
る
金
融
機

関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、「
代
戯
館
ま

つ
り
」
と
名
画
上
映
会
「
昭
和
モ
ダ
ン
・

シ
ネ
マ
と
商
店
街
」
を
毎
年
開
催
。
地

域
の
歴
史
的
、
そ
し
て
文
化
的
資
源
を

活
か
し
、地
元
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

「
代
戯
館
ま
つ
り
」
は
毎
回
、
沼
津

兵
学
校
に
ま
つ
わ
る
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
ゆ
か
り
の
品
の
展
示
と
記
念

講
演
会
を
実
施
。
九
回
目
を
数
え
た
今

年
は
、
沼
津
兵
学
校
で
教
授
を
務
め
た

渡
部
温
（
わ
た
な
べ
・
お
ん
）
と
そ
の

住　所／〒410-0801
� 沼津市八幡町1-1-304
理事長／長谷川徹
組合員／35人

設　立／昭和42年2月8日
T E L ／055-962-2371

▲代戯館の跡地に立つ記念碑

▲上本通りからアーケード名店街方向を望む。
　右側奥の駐車場は複合レジャー施設跡

歴
史
の
香
り
漂
う

中
心
商
店
街

地
域
資
源
を
活
か
し

地
元
に
ア
ピ
ー
ル

時
代
と
と
も
に

繁
栄
を
極
め
る

地
域
に
親
し
み
と
優
し
さ
を

昔
な
が
ら
の
商
店
街
で
あ
り
た
い

沼
津
上
本
通
り
商
店
街
振
興
組
合
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子
息
を
取
り
上
げ
た
。

名
画
上
映
会
は
沼
津
市
教
育
委
員
会

の
後
援
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
に
七
回
開

い
て
い
る
。
上
映
す
る
映
画
に
因
ん
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
も
併

せ
て
行
う
な
ど
、
オ
ー
ル
ド
映
画
の

フ
ァ
ン
に
は
堪
ら
な
い
企
画
だ
。

組
合
で
は
、
商
店
街
の
歴
史
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
こ

れ
ら
の
催
し
を
今
後
も
続
け
て
い
く
。

組
合
は
今
、
設
置
後
四
〇
年
以
上
が

経
過
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
と
い
う

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

「
老
朽
化
が
進
む
中
で
東
日
本
大
震

災
が
あ
り
、
そ
の
対
応
を
急
い
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
組
合
員
も
高
齢
化
し
、

地
元
の
力
だ
け
で
は
難
し
い
。
沼
津
市

に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で

す
が
、
折

か
ら
の
財

政
難
で
話

が
進
ん
で

い
な
い
の

が
現
状
で

す
」
と
川

口
進
専
務

理
事
。

長
谷
川
理
事
長
も
「
お
客
様
に
安
全

な
環
境
で
安
心
し
て
買
い
物
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
上
本
通

り
の
将
来
の
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く

解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
苦

悩
の
色
を
隠
せ
な
い
。

組
合
で
は
、
そ
の
後
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
の
構
想
を
既
に
準
備
。

二
年
の
歳
月
を
か
け
て
検
討
、
策
定

し
た
プ
ラ
ン
は
、
①
上
本
通
り
が
有
す

る
歴
史
的
背
景
の
活
用
、
②
人
に
優
し

く
、
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
商
店
街
そ

し
て
個
店
づ
く
り
、
③
近
隣
商
店
街
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

「
昔
は
、
商
店
街
と
い
え
ば
憩
い
の

場
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
、
そ
し
て
品

物
だ
け
で
な
く
思
い
出
も
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
く
場
所
だ
っ
た
。
我
々
が
そ
ん

な
商
店
街
で
あ
る
た
め
に
も
、
プ
ラ
ン

の
実
現
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
語
る
長

谷
川
理
事
長
。

訪
れ
る
人
の
笑
顔
が
溢
れ
る
商
店
街

で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
組
合
の
挑
戦
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
。

▲組合の将来構想を示す
　提案書

▲長谷川理事長（左）と川口専務理事

組合活性化情報

将
来
構
想
に

商
店
街
復
活
の
思
い
を
託
す

平成23年度事業・決算の承認並びに平成24年度事業計画・予算の決定・役員改選等

13：30〜15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡  静岡市駿河区南町18−1

　会員の皆様が一堂に会し、平成23年度事業の成果をご確認いただくとともに、厳しい経済環境下での
新しい事業の方向性をお決めいただく機会です。
　お忙しいなかとは存じますが、ご出席のほどよろしくお願い申し上げます。
※詳細は、後日ご案内申し上げます。

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　ＴＥＬ054-254-1511

平成24年　6月20日（水）

静岡県中小企業団体中央会は、

平成24年度 通常総会 を開催します。

主要議題
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東部青年中央会
名倉和広
㈲名倉塗装工業

「
春
の
一
日
」

先
日
、
春
の
日
差
し
に
誘
わ
れ
、
家
族
で
函
南
町
の
日
守
山
公

園
へ
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。

公
園
内
の
登
山
道
を
二
○
分
程
歩
け
ば
山
頂
に
辿
り
着
く
と
の

こ
と
で
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
登
り

始
め
ま
し
た
。

先
を
進
み
、
次
第
に
見
え
な
く
な
っ
た
子
供
達
の
背
中
に
我
が

子
の
成
長
を
実
感
し
、
自
分
の
体
力
の
衰
え
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

山
頂
に
着
き
、
富
士
山
か
ら
狩
野
川
、
箱
根
と
、
一
八
○
度
見

渡
せ
る
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
五
○
歳
を
過
ぎ
て
北
条
氏
を
討
伐

す
る
べ
く
箱
根
を
越
え
た
秀
吉
や
、
六
○
歳
を
前
に
関
ヶ
原
の
決

戦
の
た
め
、
同
じ
く
箱
根
を
越
え
た
家
康
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
い

ま
し
た
。

同
時
に
、
彼
ら
と
比
べ
、
四
○
歳
を
前
に
し
た
自
分
の
体
力
の

無
さ
を
反
省
。
秀
吉
や
家
康
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら

も
家
族
に
背
中
を
見
せ
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
父
親
で
い
た
い
と
心

に
思
う
一
日
で
し
た
。

標
高
一
九
一
m
の
日
守
山
山
頂
に
は
お
よ
そ
七
○
m
に
わ
た
る

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
も
あ
り
ま
す
。
伊
豆
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

今月号より本誌の編集に携わることとなりまし
た。機関誌の仕事は初めて。前任者より引き継
ぎを受け、いざパソコンに向かえどもなかなか文
章が進みません。遂には、原稿が整わず本誌史
上初の休刊！なんて夢まで見る始末。そうした
中、多くの皆様のご協力のもと原稿も揃い、ホッ
とした気持でこの文章を書いています。

さて、本誌のお届け先は、会員の皆様をはじめ、
静岡県内外の行政・支援機関、中小企業関係者

の方々と、大変広い分野そして地域にわたります。
間接ではありますが、一度にこれだけ多くの方と
接する仕事は本会の中でもそうありません。それ
だけに、その重要性に改めて気を引き締めるとと
もに、読者の皆様のお役に立つ誌面づくりに努め
てまいります。

中央会に奉職して四半世紀余り。歳はとってい
ますが、新人の気持ちで頑張ります。どうぞよろ
しくお願いします。 （中村）

読者プラザ

中小企業静岡5月号（通巻702号）

● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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